蚤と いう 昆虫 は 夏 分になる と 至る ところに 居る が、 

安眠 を 妨害して、 困り ものである。 

生れ 故郷の 村に も 蚤 は 沢山いた が、 東京と いう 大都 

会に は 蚤なん か 居ない だろうと 想像して、 さて 東京に 

来て みると、 東京に も 蚤が 沢山いた。 

それ は 明治 二十 九 年 時分の 話で、 僕 は 浅 草の 三 筋 町 

に 住んで いた。 その 家 (浅 草 医院と いった) の 診察室 

に 絨緞が 敷いて あつたが、 その 絨緞 を 一寸め くると、 

蚤の 幼虫 も 沢山つ かまえる ことが 出来た。 それから 繭 

さなぎ 

をつ くって、 蛹に なった の も 居た。 僕 は それ 等 を あ 

つめ、 重曹の 明 瓶な どに 飼って いた ことがある。 無論 



ものが 段々 ふえてく る。 気が いらいらして いると、 

雇った 看護婦が 親切で よく その 蚤 を 捕えて くれ くれし 

た。 看護婦 は その 捕えた 蚤の まだ 生きて いるの を 縫針 

に 突きと おし、 ハ リツ ケデ ゴザィ マスな どと 言つ て自 

分のと ころに 持って来て くれる ので、 枕頭で それ を 見 

乍ら 心 を 慰めて 居る と いう 具合で あ つ た。 

自分の まだ 臥して いた ころ、 DDT という 薬の こと 

が 噂に のぼり、 汽車の 乗客が 停車場で 体ぢ ゆう 撒かれ 

たな どと いう 話が 伝わった。 ある 時 看護婦が 町の 薬種 

屋 から 少しば かり その 薬 を 買って 来て くれた。 

それ を 試しに 畳のう え、 布団の 上な どに 撒いて いた 



ところが、 どうも 蚤が 減った ような 気がする。 これ は 

おもしろ いとお もって、 そこで 県庁の 衛生 課に 願って 

もっと 多くの 分量 を もらい、 畳の 白くなる ほど 撒布し 

ておいた ところが、 いっとい うこと なく 蚤が 出な くな 

る 傾向 を 示した。 おかげ (真に おかげさま) で、 昭和 

二十 一 年の 夏 は、 僕 発明の 蚤よ け 袋の 中に 這 入る 必要 

もな く、 病後の 身 を 安らかに 過ごす ことが 出来た ので 

ある。 

蚤と いう 昆虫 はいつ 日本に 渡来した もの か、 枕 草子 

に、 『もた ぐるよう にして』 などと 書いて あると ころ を 

見る と、 あの あたりの 平安朝 女性 もや はり 蚤に は 相当 



悩まされ たものと 見える。 

蚤 は 昼 も 出て 来る けれども、 大概 夜 出て くる。 そう 

して 暁 方の 五 時 ころから そろそろ 逃げ はじめる、 そう 

いう 悧巧な ところが ある。 そうして、 あの 赤褐色に 光 

る 奴が、 まさに 跳ね 飛ぼうと する 体勢の 時が、 一 番美 

しいよう だ。 

DDT の 発明 は瑞西 国人に よ つ て 成された という こ 

と を 聞いた が 本当であろう か。 いずれにしても 大 発明 

の 一 つで ある。 僕の ような 蚤 を 恐れる 人間で も、 こう 

いう 薬の 発明され たうえ は、 もう 安心 し て 蚤 を 客観的 

に 取扱う ことが 出来る。 ウィンの プラ ー テル、 ベ ルリ 



て 来た。 蚤が 居る かとお もうと 蚤が いない。 これ は D 

DT 撒布の たまものであった。 昭和 二十 三年に なった。 

春の 彼岸 あたり は 蚤が 出る かとお もうと、 蚤が 出ない。 

夏至 ごろに なったら 蚤が 出る とおもうと やはり 出ない。 

僕 は 汗をかきながら、 蚤の いない 夏 床のう えに 眠る こ 

とが 出来た。 
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